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はじめに 

持続可能で安全な水、衛生設備、衛生習慣がなければ、

誰も健康で充実した生活を送ることはできません。この3

つは日常生活の一部になっているはずのものですが、現

実はそうではありません。だからこそウォーターエイド

はすべての人が生きるために不可欠なこの3つを手にでき

る世界の実現をビジョンに掲げています。その世界と

は、次のような世界です。 

水をくむために徒歩で往復したり列に並んだりするこ

とに、何時間も費やさざるをえない女性がひとりもい

ない。 

学校に鍵のかかる利用可能なトイレがないために、よ

り良い未来から排除されてしまう少女がひとりもいな

い。 

給水設備が壊れている、清潔な水がない、衛生環境が

悪いといったことから、病気を繰り返す悪循環を抜け

出せず停滞するコミュニティがひとつもない。 

気候変動のために飲み水がなくなるかもしれないとい

う不安を抱えながら暮らす人がひとりもいない。 

すべての人が、持続可能で安全な水・衛生によっても

たらされる機会を手にし、より充実した明るく健康な

生活を送ることができる。 

ウォーターエイドはこれまでも常に、世界中のすべての

人が持続可能で安全な水・衛生を確保できる日を目指し

て活動してきました。そして、その日が来るのを早める

のがこの戦略です。 

この戦略は、ウォーターエイドがパートナーや諸団体と

ともにおこなうあらゆる活動が最大限の効果をあげられ

るようにし、水と衛生の危機を終わらせるために、それ

ぞれがしかるべき役割を果たすよう促すものであり、こ

れまでの戦略よりも大胆かつ野心的な内容となっていま

す。 

ウォーターエイドは、町・地域全体の何千万人という

人々に持続可能で安全な水・衛生を届けるための変化を

促進する役割を担い、サービス事業者や政府当局がその

変化を起こせるように支援や働きかけをおこないます。

ウォーターエイドの働きかけによってドナーや政府、資

金拠出者に理解を深めてもらえれば、それは数十億ポン

ド規模の資金が水・衛生の制度に流れ、最大限の投資効

果が得られることになります。 

ウォーターエイドについて 

ウォーターエイドのビジョン 

すべての人がすべての場所で、清潔な水と衛生設備

を利用し、衛生習慣を実践できる世界。 

ウォーターエイドのミッション 

持続可能で安全な水、衛生設備、衛生習慣を届ける

ことで、人々の暮らしを変えること。 

ウォーターエイドの価値観 

ウォーターエイドの組織文化を明確にし、世界各国

で活動するウォーターエイドをひとつにまとめてい

るのが、この価値観です。ウォーターエイドがどの

ような団体であり、どのような活動を、どのような

方法で行うのかという、ウォーターエイドの本質が

この価値観に表現されています。 

尊重 
より公正な世界を実現するために、すべての人に尊厳

と敬意をもって接し、人々の権利と発言を守り、尊重

します。 

説明責任 

ウォーターエイドがともに活動する人々、支援者に対

し、責任説明を果たします。 

勇気 

活動及び情報発信において大胆かつインスパイアリン

グであり、ミッションを追求するための決意に妥協し

ません。 

 

協働 

共通目標の追求のため、あらゆるステークホルダーと

協力することで、その効果を最大化します。また、多

様性や違いを尊重します。 

革新 

創造性と俊敏性を備え、常に学び、社会変化を加速さ

せるために挑戦することを恐れません。 

誠実 

誠実さと信念をもって、平等と人権を尊重し、開かれ

た活動をおこないます。 

ウォーターエイドのエビデンスと主張は、説得力ある実例

として、特に世界が気候変動にさらされるなか、水・衛生

には経済、公衆衛生、社会をどのように変える効果がある

のかを示すものです。 

遠隔地や社会から取り残されたコミュニティでも、清潔な

水と石けんがいつでも利用できる衛生的な病院があれば、

母親たちは出産することができます。医療機関がスタッフ

や患者の安全を守る水・衛生なしに運営するなど、考えら

れないことです。家庭に適切なトイレを設置して正しい衛

生習慣を実践することは日常生活の一部であり、それが体

調不良を防ぎ、コミュニティを病気のまん延から守ること

になります。 

気候変動が進むなか、コミュニティにはレジリエンスの高

い水・衛生サービスがますます必要になります。ウォータ

ーエイドは、女性と女の子たちを活動対象の中心に据えつ

つ、最も社会から疎外されている人々に支援を届けること

に注力していきます。 

これまでの戦略では、ウォーターエイドの活動を通して数

百万人の人々が水・衛生サービスを利用できるようになっ

たということで成果を測ってきました。新しい戦略では、

パートナーや諸団体との連携による構造的変革を通して何

億人に支援を届けられたかという、共同の成果を測ること

になります。 

2032年までに、ウォーターエイドは活動を通して次の目

標の達成を目指します。 

持続可能で安全な水とトイレを利用し、衛生習慣を実

践できる人々を4億人増やす。 

低中所得国の水・衛生に割り当てられる資金を年間

150億ドル増やす。 

ウォーターエイドは最大限の決意と情熱と目的意識をもっ

て活動し、世界中のすべての人に清潔な水、適切なトイ

レ、正しい衛生習慣を届けます。 

これは起こすことのできる変化です。実現は可能です。 

パートナーからの支援とHSBCから

の資金援助を受け、ウォーターエイド

はゴルチェラのコミュニティで安全な

飲み水を利用できるように、池の水を

砂で濾過するポンドサンドフィルター

設備を設置しました（ダコぺ郡、クル

ナ県、2018年9月） 

4 / ウォーターエイド グローバル戦略 2022～2032 ウォーターエイド グローバル戦略 2022～2032 / 5 

 

W
a
te

rA
id

/H
a

b
ib

u
l 
H

a
q

u
e

 

 



 

水・衛生の 

現状 

水、衛生設備、衛生習慣が

大切な理由 
低所得国が抱える大きな問題のひとつに、持続可能で安全な水、衛生設備、

衛生習慣が行き届いていないことがあります。この3つは経済成長にも人々の

健康と尊厳を守るためにも不可欠なものです。貧困をなくし、ジェンダー格

差を是正し、持続可能な開発に向かう道のりのなかで誰ひとり取り残さない

ためにも極めて重要です。 

ところが現在、何十億人もの人々が水・衛生に対する基本的人権をないがし

ろにされ、病気や貧困に直面し、未来を奪われた生活を送っています。その

ほかにも、不衛生な水、不安定な水の供給、排泄物があふれたり設計が不備

だったりすることで使用できないトイレなど、水・衛生サービスの不足に悩

まされている人々が大勢います。サハラ以南のアフリカでは、農村の給水ス

キームが、多いところで70％も機能していない状態があたりまえになってい

ます1。 

世界中で毎日800人の子供たちが、持続可能で安全な水・衛生がないこと

に起因する下痢性疾患で命を落としています2。しかし、この状況は変え

られます。生活に不可欠な3つのものをすべての人に届けられれば、毎年

およそ30万人の子供の命を救うことができます2。 

持続可能で安全な水・衛生の欠如のために、サハラ以南のアフリカ諸国で

は国民所得の5％が失われています。これはアフリカ大陸全体が受け取る

開発援助の額を超えています3。しかし、この状況は変えられます。基本

的な水・衛生は投資額に対して最大21倍の価値が生まれる分野であり、水

と衛生への投資は間違いなく最良の選択の一つです4。 

毎日、多くの女性や女の子たちは水くみに1～2時間を費やしています4。

しかし、この状況は変えられます。すべての女性と女の子たちが自宅で清

潔な水を利用できれば、彼女たちの時間を総合して毎年7,700万日に相当

する時間を解放することができます4。 

病気と闘ったり病気を防いだりして公衆衛生を保つには、持続可能で安全

な水・衛生が不可欠ですが、水と石けんが備わった手洗い設備のない人々

が20億人以上います5。しかし、この状況は変えられます。日常的に石け

んを使って手を洗えるようになれば、下痢性疾患が広がるリスクを半分に

まで抑えることができ6、新型コロナウイルス感染症のような病気の拡大

も防止できます。 

排せつ物処理の不備や野外排せつによって、飲み水の水源も周辺環境も汚

染されてしまいます。現在、廃水の80％は適切に処理されないまま排出さ

れています7。しかし、この状況は変えられます。持続可能で安全な給

水・下水システムがあれば、水源と環境の両方を守ることができます。 
持続可能で安全な水源がないということ

は、ビントゥ・ナシルさん一家にとって小

川の水に頼らざるをえないということです

（ナイジェリア、クワジャ村、キッサ集

落、2021年2月） 
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これまでの進捗状況 
2015年、国連加盟諸国は17項目の持続可能な開発目標（SDGs）を通して2030年までに極度の貧困

をなくし、持続可能な開発を実現することを誓いました。SDGsの目標6は、世界の水・衛生の危機

に終止符を打ち、持続可能で安全な水・衛生をすべての人に届けることを掲げています。この目標6

が、ウォーターエイドのあらゆる活動の中心となっています。 

これまでの20年を見ると、国が水・衛生を優先した開発をおこなえば大きな進歩が可能であること

がわかります。2000年以降、20億人以上が基本的な水のアクセスを獲得し、27億人が基本的な衛生

設備を利用できるようになり、安全に管理された衛生設備を利用できる人の数は2倍に増えました
5。野外排せつをなくすことについても、サハラ以南のアフリカ諸国ではまだ大きな課題となってい

るものの、かなりの進捗がありました。インド、カンボジア、ネパールといった国々はSDGs目標6

の達成に大きく近づき、それ以外のウォーターエイドの活動国14か国も前進しています8。 

しかし、非常に多くの場合、変化を起こす力のある人たちが水・衛生をそれほど重要とは考えてい

ません。そのため世界全体で見ると、進捗はあまりにも遅く、格差が大きくなっています。そして

今、世界は、新型コロナウイルス感染症のパンデミックと気候変動によって、これまでの進捗が帳

消しになり、何十年も後戻りするおそれに直面しています。 

世界では今も、10人に1人が基本的な水へのアクセスがなく、5人に1人以上が基本的な衛生設備を

利用できず、ほぼ3人に1人が基本的な手洗い設備を利用できません。SDGsが目標にしているのは

基本的な設備より高いレベルの設備をすべての人が利用できるようにすることですが、現在まだ4分

の1の人々は安全に管理された給水設備を利用できず、2分の1は安全に管理された衛生設備を利用で

きません5。 

水と衛生の危機で最も大きな影響を受けるのは、経済的・社会的に取り残されている人々です。基

本的な水のアクセスがない人々の半数は、「後発開発途上国」に分類される国々に暮らしています
5。 

現在のペースでは、安全に管理された給水設備や衛生設備を2030年までに世界に行きわたらせるこ

とはできません。2015年の約束を果たすためには進捗ペースを4倍にまで速める必要があります5。

目的意識やアプローチを大きく変えない限り、これから何十年もの間、水と衛生を世界中のすべて

の人に届けることはできません。これは到底受け入れられることではなく、必要でもなければ正し

いことでもありません。いま大きく舵を切って、水と衛生の危機を緊急の問題としてとらえ、強い

目的意識を持って取り組んでこそ、今後10年でSDGsの目標6を達成することができるのです。 

世界が力を合わせれば、大きな変化が生まれます。 

SDGs目標6の主な定義 

基本的な設備 安全に管理された設備 

水 
改善された水源・給水設備まで30分以内（並んで待

つ時間を含む）で往復して水をくむことができる。 

衛生設備 

改善された衛生設備をほかの世帯と共用せずに利用

できる。 

衛生習慣 

敷地内に水と石けんを使用して手を洗える設備があ

る。 

水 
改善された水源・給水設備が敷地内にあり、排せつ物や

重要化学物質で汚染されていない飲料水を必要なときに

利用できる。 

衛生設備 

改善された衛生設備をほかの世帯と共用せずに利用で

き、排せつ物がその場で安全に処分されるか、ほかの場

所に輸送されて処理される。 
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歌を歌って遊ぶミアンガリー村の少女たち。この村では不衛生

な小川が唯一の水源です（マダガスカル、アナラマンガ地域

圏、2018年5月） 

 



雨量計を見て降水量をモニタリン

グするブルサ・コミューンのジャステ

ィン・サワドゴさん。ウォーターエイ

ドのボナムでの活動はEUとポストコー

ドロタリーの支援を受けています（ブ

ルキナファソ、2021年7月） 

2030年の水と衛生 

これからの10年で世界は急激に変化します。以下の変化

は、ウォーターエイドのミッションと密接な関わりがあ

ります。 

気候と自然環境の変化により、持続可能な水・衛生

の実現はさらに困難で緊急性の高いものとなりま

す。気候に関する議論やファイナンスでは水・衛生

に重点を置く必要があります。水・衛生が考慮され

なければ、コミュニティのレジリエンスを高めるこ

とはできません。 

人口の変化については、2030年までにウォーターエ

イドの活動国の都市人口が3分の1増加する見込みで

す9。農村部から都市部へ流入する人口が増えるな

か、都市の居住地域では水・衛生のニーズが高ま

り、供給がひっ迫することになります。 

新しい技術、特にデジタル分野の新技術には、プラ

スとマイナスの両面があります。何もかもが変わる

わけではありませんが、格差や政治の二極化が進む

と同時に、水・衛生を提供する革新的な方法が生ま

れる可能性もあります。 

各国内で格差が拡大し、社会から疎外されている

人々に重点を置いた対策の重要性がさらに高まりま

す。 

こうした変化の多くは不確かなものであり、ウォーターエ

イドのミッションにとってどのような機会やリスクになり

うるかの可能性にも幅があります。ウォーターエイドは俊

敏性と適応性の高いアプローチで、このような世界の変化

に対応していきます。 

政治分野、世界のパワーバランス、資金の流れにおいて

も、そのあり方や安定性に大きな変化が見られます。それ

によって、行政機関や民間セクターとのウォーターエイド

の関わり方も影響を受け、コミュニティがサービスの責務

履行者の責任をどのように問うかも変わってきます。ウォ

ーターエイドはパートナーの変化に応じてアプローチを変

え、常に適応しながら水・衛生の成果を求めて働きかけを

おこないます。新型コロナウイルス感染症、そして今後起

こりうるパンデミックへの備えとして、公衆衛生の議論が

続きますが、それを水・衛生の議論推進の好機として活か

すには、やるべきことがたくさんあります。 

ダンスに興じるグループ・スコレー

ル・ニイラギセケの生徒たち。ウォータ

ーエイドはこの学校で「Deliver Life」

プロジェクトを実施して太陽発電のポン

プを設置。生徒と教員のために新しいト

イレ棟も建設しました（ルワンダ、2018

年2月） 
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地下水に含まれるヒ素とフッ化物

の量が危険なレベルにまで達し、その被害

を受けているバーガルプルのコミュニティ

ではワグテック社のキットを使って水質検

査をしています（インド、ティラクプール

村、2021年4月） 

 



構造的な障壁 
SDGsの目標6を達成するには 

世界が変化し続けるなか、持続可能で安全な水・衛生へのユニバーサルアクセ

スを実現するうえで、それを阻む構造的な障壁は今後も主に5つの分野に集中

すると見られています。人、行動、政治、リソース、制度・手続きーーこれは

乗り越えることのできる障壁であり、この構造全体が強化されてはじめて決定

的な変化を実現できるとウォーターエイドは考えています。 

変化はコミュニティ内で起き、実質的で有意義な効果を伴ったものでなくては

なりません。その支援や評価はしっかりとした国の水・衛生制度によっておこ

ないつつ、その進捗については地域や世界の取り組みと行動によって加速して

いくことが必要です。 

政府には、すべての人が持つ、水と衛生設備に対する権利を実現する責任があ

ります。すべての水・衛生事業を政府自体が実施する必要はありません。しか

し、予算を確保し、重要なインフラや制度を整備し、法規を制定すること、つ

まり公共・民間事業者を通してすべての人に水・衛生を届けることは、政府の

義務です。何より重要なことは、政府が権力や富や影響力のある人々だけでな

く、すべての人に持続可能で安全な水・衛生が届くようにすることです。 

政治的リーダーシップの欠如と水・衛生（特に衛生

設備と衛生習慣）の優先度の低さ。 

水・衛生の持続的な改善に割り当てられる資金や適

切に使用される資金が不十分。 

環境の悪化や水源管理の不足が気候変動でさらに進

行。 

水・衛生を担当する機関の能力不足。 

水・衛生の提供責任者に対して人々やコミュニティ

が責任を問えないこと。 

変化を促す要素 

リーダー・指導的立場にある人が、水・衛生は、

人間の健康と尊厳を守るために不可欠であるこ

と、そして生計や就学、気候変動に対するレジリ

エンスに貢献するということを認識すること。 

政府が水・衛生を国の開発の中心に据え、法規、

重要なインフラ、しっかりとした制度に十分な資

金拠出をおこなうこと。 

水・衛生セクターが質・量ともに適切な資金を得

て、すべての人に水・衛生サービスを提供するた

めに効果的に使用すること。 

市民が水・衛生を基本的人権として強く要求する

こと。水・衛生サービスの提供方法に影響する意

思決定の場で、コミュニティ（特に女性と女の子

たち）に発言権があること。 

ディアラマナ医療センターで赤ちゃんに

予防接種を受けさせるお母さんたち 

（マリ、セグー州、ブラ圏、2018年4月） 

Efforts for Rural Advancementとウォ

ーターエイドの支援で衛生関連のさまざま

な計画がサンダーパハリで実施されるよう

になってから、フスネ・アラ・ベーガンさ

んの暮らしは根本から改善されました（バ

ングラデシュ、スナムガンジ・タヒルプー

ル、2019年10月） 

「Deliver Life」プロジェクトでシミ

ュレンバ医療センターに建設されたアク

セシブルな掘削井戸で水くみをするミク

ソン・ジャカラシさん（マラウイ、カス

ング、2018年7月） 
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ウォーターエイドの

今後10年の役割 

ウォーターエイドの確かな実績 
40年に及ぶ専門的な経験と集積された専門知識を持つウォーターエイド

は、持続可能で安全な水・衛生に特化した世界最大の国際NGOです。 

これまで40年間にわたり、ウォーターエイドは世界中の支援者の皆さま

やさまざまなパートナー（現地の小規模グループから国際的な大規模組織

まで）にご協力いただきながら、およそ3,000万人に清潔な水を、3,000

万人に適切なトイレを直接届けてきました。正しい衛生習慣もウォーター

エイドの活動によって2,000万人以上の日常生活に定着し、新型コロナウ

イルス感染症対策ではウォーターエイドの衛生キャンペーンの対象者数が

1億8,000万人にのぼりましたi。そのほかにも、水・衛生セクターの能力

を強化し、持続可能で安全な水・衛生のユニバーサルアクセスがもたらす

効果について、何億人もの人々や何十もの行政機関、複数の組織に働きか

けることによって、数千万人の水・衛生アクセス改善に貢献しました。 

ウォーターエイドの活動が一貫して重点を置いてきたのは、いつでも蛇口

から水が出て、いつでもトイレを利用でき、いつでも正しい衛生習慣が実

践されるしくみを強化することです。また、格差の是正や権利に関する活

動にも力を入れ、水・衛生から疎外されている人々が声をあげられるよう

にし、責任を負うべき人々によってニーズが満たされるように尽力してき

ました。保健と教育の分野でも水・衛生を中心に取り入れたしくみづくり

で顕著な実績があり、気候変動対応にもウォーターエイドの活動が大きく

貢献しています。 

遊びに興じるニュー・サルウェインの子供たち。水不足が深刻なこのコミュニティ

では家畜と共用の水源でくむ水に頼っています（エスワティニ、ルボンボ地方、2018

年11月） 

シュリ・レクナス・スクールでは、少女たちがプライバシーと尊厳を保ちながら月

経管理ができる場所がどこにもないため、ランジータさん、カンチャンさん、サラス

ウォティさんをはじめとする女子生徒たちは、月経中は家にいるしかありません（ネ

パール、マルハマ、2021年4月） 
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 i ウォーターエイドでは、Global WASHの利用者と支援対象者に関する取り決めを指針とした標準

的な戦略実績報告をもとに、直接支援を届けた世帯についての内部統計を作成しています。 
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ウォーターエイドの今後の役割 

ウォーターエイドはこれまでパートナーや支援者の皆さまとともに

大きな違いを生み出してきました。しかし、今後10年の課題の大き

さを鑑みると、ウォーターエイドは活動の緊急性を高め、これまで

よりさらに大規模な変化を促す役割を担う必要があります。 

水・衛生サービスの多くは、持続可能性に乏しいという

大きな課題を抱えています。水・衛生サービスが稼働し

続けるために必要なのは、適切な人員、しくみ、スキ

ル、設計、資金の整備にもっと目を向けることです。ウ

ォーターエイドは持続可能で安全な水・衛生のユニバー

サルアクセス実現に向けた進捗を加速するために、国と

地域の水・衛生システムの強化に重点的に取り組みま

す。その一環として、政府、公共・民間サービス事業

者、市民社会組織、コミュニティと協力して活動してい

きます。 

SDGs目標6の達成に向けた進捗は大きく遅れたままで

あり、衛生設備と衛生習慣については特に遅れが顕著

です。ウォーターエイドはこれを水のアクセスと同程

度にまで引き上げるため、衛生設備と衛生習慣の改善

について重点的取り組みます。安全に管理された水・

衛生サービスがただちに実現不可能な場合は、ユニバ

ーサルアクセスと水・衛生サービスの持続性を重視し

て、基本的なレベルの水・衛生サービスを優先させま

す。特に人口が増加・密集する都市の居住区など、安

全に管理された水・衛生サービスが持続する可能性が

高い場所においては、ウォーターエイドは安全に管理

された水・衛生サービスへの投資をおこないます。 

世界的に、都市部と農村部の両方が大きなサービス格差

を抱えており、なかでも「後発開発途上国」ではその傾

向が強く見られます5。公式の試算によると、最も改善

が遅れているのは農村部ですが、都市部（特に非正規居

住区）ではデータが乏しいため、都市部の水・衛生サー

ビスの格差は実際の規模より低く見積もられている可能

性があります。今後10年は農村人口より都市人口の増

加が大きくなる見込みで、そのほとんどは非正規居住区

への人口流入であり、そうした地域の特徴として、住宅

環境の悪さ、都市計画や公共サービスの欠如、社会経済

的な複雑さ、政治面や環境面の問題が挙げられます。こ

れからの10年間、ウォーターエイドは都市化の進む地

域での取り組みを着実に拡大し、活動全体の半分にまで

増やす予定です。 

水・衛生サービスの進捗状況は、国、地域、居住区、

そして世帯によってもばらつきがあります5。社会から

疎外されている人々、たとえば非正規居住区で暮らす

女性、農村に住む障害のある子供、危険なうえに偏見

の目で見られる職業の衛生作業員などは、基本的な

水・衛生へのアクセスさえ、いくつもの障壁に直面し

ています。こうした生活に不可欠な水・衛生サービス

から疎外されている人々のために変化を推し進めるに

は、公正を追求することが鍵となります。ウォーター

エイドのあらゆる活動の基礎となるのは、水・衛生に

対する人々の権利です。ウォーターエイドは、どこの

誰であろうと関係なくすべての人のために、ジェンダ

ー平等に重点を置きつつ、変化を促進していきます。 

コミュニティの給水設備の持続

可能性を高めるため、シミリー社

が開発したAIセンサーを貯水槽に設

置（東ティモール、マウバラ準

県、ググルー村、ルテカス、2019

年11月） 

正しい手洗い習慣の実践や自分たちの権利の要求

ついてコミュニティで啓蒙活動をする個人活動家の

ヘンリケ・アルベルトさん（モザンビーク、マプ

ト、2020年2月） 
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ウォーターエイドの

目標 

これからの10年間、ウォーターエイドは、コミュニティや市民社会、行政

機関、民間セクター、金融機関と協力しながら、最大の成果を生み出し、

かつ、人々が行動を起こすよう働きかけることができる分野に注力してい

きます。ウォーターエイドは、諸機関・団体とともに活動しながらこれら

の目標達成に向けて尽力することで、人々の暮らしを改善する大きな変化

の実現を目指します。 

この4つの目標達成に向けて成果をあげることで、すべての人々がすべての

場所で持続可能かつ安全な水・衛生を利用できる世界という、ウォーター

エイドのビジョンを実現するための歩みが加速されることになります。 

ウォーターエイドは活動国とメンバー国のチーム全体で、この目標を最優

先した取り組みによって活動の効果を最大化し、第4章に詳述するアプロー

チを通じて目標を達成します。 

ウォーターエイドの目標 

重点対象地域における 

持続可能かつ安全な 

水・衛生サービスへの 

ユニバーサルアクセス 

水・衛生による公衆衛生の改善 

気候変動レジリエンス 

き 

水・衛生向け資金 

現地 国 

 

世界 

ウォーターエイドの支援を受けて校内に雨水貯留

タンクが設置されたカヨロ中学校では、オリビア

さんたち生徒がいつでも安全な水を利用できるよ

うになりました（ガーナ、カッセーナ・ナンカ

タ・ウエスト郡、2019年2月） 
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ウォーターエイドのアプローチ：しくみの強化 

 

ジェンダー

平等 

パートナーシップ 

・協力 

サービス・能力・働きかけ 

エビデンス・学び・イノベーション 



 

重点対象地域で持続可能かつ 

安全なサービスへの 

ユニバーサルアクセスを実現し

変化を広く波及させる 

理由 
持続可能で安全な水・衛生へのユニバーサルアクセスを

実現しようにも、さまざまな障壁が立ちはだかって実現

できない国が数多くあります。水・衛生を提供できたと

しても、たいていは長期的に持続できず、失敗に終わっ

てしまいます。この極めて大きな問題からはっきりと言

えることは、大規模な変化を実現するには水・衛生シス

テムの強化に的を絞って集中的に取り組む必要があると

いうことです。現地の人々が主体となってさまざまな障

壁を乗り越えたというポジティブで再現可能な事例があ

れば、そこから学びとエビデンスが生まれ、重点対象地

域以外の場所でも権力のある立場の人々に情報提供や働

きかけをおこなって変化を促すことができます。 

方法 
国や地域の戦略的パートナーと協力しながら県・郡や町で

水・衛生システムの強化に取り組み、家庭や公共機関（学

校、医療施設など）で誰もが持続可能で安全な水・衛生を

利用できるようにします。こうした重点対象地域での活動

は、その地域ですべての人が水・衛生にアクセス可能にな

り、規模を拡大できるようになるまで継続します。特に、

水・衛生のアクセスから疎外されている人々に重点を置

き、女性や女の子たちのニーズを最優先して活動します。 

ウォーターエイドの施策 

公的機関、民間組織、NGOと連携し、持続可能な水・

衛生サービスと行動変容の実現・継続に成功した実例

をモデルケースとして示す。 

水・衛生サービスの稼働を維持して衛生習慣を定着さ

せるための制度・しくみが強化されるよう、政府や

水・衛生サービス事業者と協力する。これには主な関

係者間の調整、計画の改善、予算の作成、サービスの

コスト計算とモニタリングも含まれる。 

水・衛生を利用する立場にある人々が声をあげ、代表

者を通して意見を表明できるようにする。特に、水・

衛生分野のあらゆるレベルで女性や女の子たちが意思

決定をおこない、リーダーシップを発揮できるように

なることに重点を置く。 

成果 
対象の県・郡や町で持続可能かつ安全な水・衛生サ

ービスへのユニバーサルアクセスが実現する。水・

衛生セクターの関係者が効果的に役割と責任を果た

す。 

ジェンダーに対応した水・衛生の施策によって、す

べての人が水・衛生サービスを平等に利用し、ま

た、そのメリットを平等に受けられるようになる。

女性や女の子たちによる意思決定への参加が増え、

水・衛生を通じてジェンダー平等がさらに進む。 

重点対象地域以外でも、ウォーターエイドが提供す

る調査結果、エビデンス、教訓にもとづいて、水・

衛生サービスと行動変容が改善される。 

デブレ・タボールの水道管網図を検討

する水道施設責任者のムルケン・ワンデ

ィラッドさん。この町はヨークシャー・

ウォーター社の資金援助を受けてエチオ

ピアの20の町で実施されている都市部

水・衛生事業者の能力向上プログラムの

対象となっています（エチオピア、南ゴ

ンダール県、2018年8月） 

新しい装置と安全具が導入されたことで 

サービスを稼働させ続けるために不可欠な 

メンテナンス作業も作業員の安全も改善さ

れました（インド、デリー、2019年10月） 
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保健セクター全体で 

水・衛生に優先的に取り組み 

公衆衛生を改善する 

理由 
持続可能で安全な水・衛生へのユニバーサルアクセス

は、人が健康に生きるために不可欠なものであり、新型

コロナウイルス感染症などの病気、感染、パンデミック

を防止・抑制するうえで第一の砦となります。それがあ

ることで、医療の質、尊厳、安全が、特に女性と女の子

たちにとって大きく改善されます。保健セクターによる

取り組みがなければ、持続可能で安全な水・衛生へのユ

ニバーサルアクセスは実現しません。そして、水・衛生

がなければ、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（全て

の人が適切な予防、治療、リハビリ等の保健医療サービ

スを、支払い可能な費用で受けられる状態のこと）を実

現することもできません。 

 

方法 
水・衛生を健全な公衆衛生に不可欠なものとして位置

づけます。保健システムの強化に、水、衛生設備、衛

生習慣の改善を組み込み、医療サービスの利用者や医

療従事者の大部分を占める女性や女の子たちのニーズ

を最優先します。 

ウォーターエイドの施策 

公衆衛生における主要なプログラムと政策に衛生

習慣の改善を組み込む。政府と協力しながら、衛

生習慣を改善するためのインクルーシブで効果的

な方法を設計し、それを既存の保健プログラムや

啓発メッセージに組み込む。公衆衛生の緊急対策

として、現地主導の衛生習慣改善キャンペーンを

支援する。 

インクルーシブで持続可能な水・衛生によって保

健医療施設の医療の質を改善する。医療従事者や

患者と協力してインクルーシブかつ持続可能な

水・衛生サービスのモデルケースを作りつつ、

水・衛生への投資や国の保健データシステムでの

実績測定を促すアドボカシーをおこなう。 

保健セクターが水・衛生に関する主導権と責任を

持つよう促し、保健分野の意思決定者と協力しな

がら保健システムの強化や保健医療施設の取り組

みに水・衛生が組み込まれるようにする。 

成果 
ウォーターエイドの活動国で、持続可能で安全、か

つジェンダーのニーズにも対応した給水・衛生設備

を備えた保健医療施設の数が、国の目標数に達する

か、それを上回る。 

政府やパートナーが主な公衆衛生プログラムにイン

クルーシブかつ効果的な衛生習慣改善施策を大規模

に取り入れ、重要な衛生習慣すべての改善が持続す

る。衛生習慣改善キャンペーンの計画・実施によっ

て、病気の流行や公衆衛生の緊急事態の防止・対応

が可能になる。 

国の保健開発の予算と計画において、水・衛生が優

先される。水・衛生と保健に関するウォーターエイ

ドの活動によって、ジェンダーのニーズに対応し、

女性のリーダーシップとエンパワーメントを促進す

るアプローチが実例として示される。 

安全で持続可能な水・衛生によって

ディアラマナ医療センターが変わる

のを目にしてきた看護師長のウム・

トラオレさん（マリ、セグー州、ブ

ラ圏、2018年4月） 

ソッカさんが働くスロック・ヴィエン

医療センターでは、WASH FIT（医療施設

用の水・衛生改善ツール）を使って水・衛

生サービスを評価・改善しています（カン

ボジア、チョウク村、2020年7月） 
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気候変動に対する 

水・衛生のレジリエンスを

強化する 

理由 
気候変動によって、水の量と質が変わり、水を確保でき

る可能性も変わります。干ばつ、嵐、洪水、異常気象が

激しさを増し、頻繁に発生するようになることで、水の

循環が悪影響を受け、水・衛生システムが脆弱な地域で

は被害がさらに悪化します。最も気候変動の被害を受け

やすいのは、その原因から最もかけ離れた生活を送って

いる貧困下で暮らすコミュニティです。 

持続可能で安全な水・衛生へのユニバーサルアクセスを

実現するには、現在とこれからの気候の脅威に対応し、

災害発生後すみやかにサービスを復旧してコミュニティ

が立ち直れるようなかたちで水・衛生を供給する以外に

方法はありません。水は共有資源であり、セクターをま

たいだ効果的な使用管理が必要です。 

方法 
コミュニティの水・衛生サービスのレジリエンスを強化

して現在とこれからの気候の脅威に対応し、水の安全保

障、衛生サービスへのアクセス、適切な衛生習慣をコミ

ュニティで維持できるようにします。 

ウォーターエイドの施策 

水・衛生サービスのレジリエンスを強化し、コミュ

ニティ、諸機関、水・衛生システム関連の事業者全

般が気候変動の脅威やそれに対する脆弱性を分析し

たうえで適切な水・衛生サービスの設計・提供がで

きるよう支援する。水不足の環境で最も大きな影響

を受ける女性や女の子たちの意見・参加を優先す

る。 

水・衛生のレジリエンスを強化する気候変動ファイ

ナンスへの投資を働きかける。気候変動対策として

水・衛生分野に投資することが気候変動による被害

額をどれほど大きく削減できるかを実証する。 

水の利用量が多いセクターにアプローチし、持続的

に安全かつ必要な量の水を確保すること、水の安全

保障と気候レジリエンスを改善し、明らかに水不足

の問題を抱えている人々と水源を守る。 

成果 
世界中で気候変動の適応策に持続可能かつ安全な水・衛

生が組み込まれ、相当額の気候変動ファイナンスが気候

レジリエンスの高い水・衛生サービスのために使用され

る。生活を支える水・衛生への経済的・社会的投資には

必ず気候リスクの考えが取り入れられ、それが設計にも

反映される。 

ウォーターエイドの活動国で、国の政策・戦略のなかで

水・衛生と気候変動適応策の整合性がとられ、気候レジ

リエンスの高い水・衛生のためのロードマップと予算が

整備される。 

ウォーターエイドの活動国すべてにおいて、水・衛生の

気候レジリエンス強化と水・衛生サービスがジェンダー

のニーズに対応し、社会的にインクルーシブで、女性の

リーダーシップを促進するものとなる。 

ラ・サバナでは降水量が減り、レテ

ィシア・ヘサユさんの家の横にある池の

ような地元の水源が早く枯れるようにな

っています。乾期になると、レティシア

さんは毎日何時間もかけて徒歩で水をく

みに行きます（コロンビア、プロイチョ

ン、2021年1月） 
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ウォーターエイドとパートナーの支援を受けて 

飲用と農業用の持続可能で安全な給水設備が 

建設されたカクヌソ村では、マリアム・ソゴバ 

さんやベンカディ女性グループの人たちが 

以前より気候変動の被害を受けにくくなりました 

（マリ、カクヌソ村、2019年2月） 

 



 

水・衛生向け資金の 

量と質を向上させる 

理由 
水・衛生の進捗を妨げている主な要因は水・衛生向け資

金が適切ではないことです。多くの国が既存の水・衛生

システムを維持するだけでも費用の捻出に苦労してお

り、SDGs目標6を達成するための新しいインフラの整

備にいたっては、大きな資金不足に直面しています。 

住民にとって水・衛生サービスの利用料金が高額で払え

ないケースも多く、そのことが資金不足につながってい

ます。課税と所得再分配が不明確で、最も必要としてい

る人々に水・衛生サービスを提供することが重視され

ず、税金が不適切に使われている場合もあります。持続

可能で安全な水・衛生へのユニバーサルアクセスを実現

するには、水・衛生向け資金の量・質ともに大きく向上

させることが絶対条件となります。 

方法 
最も大きな開発の成果を生むことが可能である政府、ド

ナー、公共・民間の金融機関に重点を置いて、水・衛生

向け資金の量と透明性を向上させるよう提言していきま

す。専門機関や市民社会グループと協力しながら予算の

調査、そしてデータの収集や分析、公表をおこない、政

府が責任を果たすよう働きかけます。ウォーターエイド

の資金を活用して水・衛生向け資金の増加に貢献しうる

組織や個人を巻き込み、水・衛生セクターがドナーや個

人投資家にとって魅力的な、統制のとれたセクターとな

るよう支援していきます。 

ウォーターエイドの施策 

低所得者層でも支払い可能な料金の水・衛生サービス

の提供等、政府による、より大きいかつ効果的な水・

衛生への資金拠出を確保する。 

SDGs目標6の達成に向けた資金の不足を解消するた

め、政府開発援助（ODA）、気候ファイナンス、民

間のファイナンスの拡大を呼びかけ提言する。 

貧困下で暮らす人々、ジェンダーや社会的身分といっ

たアイデンティティのために社会から疎外されている

人々に重点を置いて、透明かつ効果的な方法で水・衛

生向け資金が分配・使用されるようにする。 

成果 
世界中で、低所得国・中所得国の水・衛生のために、国

内外、公共、民間から新たな資金が寄せられる。 

ウォーターエイドの活動国における水・衛生向け資金の

質が、透明性、利用料金の手頃さ、公平性、持続可能性

において、実質的に改善されている。 

ウォーターエイドの活動国で、水・衛生の予算における

ジェンダー平等と社会的包摂性の優先度が高まる。 

ウォーターエイドの「Deliver Life」 

プロジェクトの一環としてコミュニティに

新設された給水場のひとつで働く 

ティル・ゲタフンさん（25歳） 

（エチオピア、デレクワ、2020年2月） 

ポンプで清潔な水を

くむマッタちゃん（9歳）

（シエラレオネ、トンボフ

ーワン、2017年5月） 
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ウォーターエイドの

アプローチ 

これらの大きな目標を達成するために、ウォーターエイドはその目標全部に

またがる4つのアプローチで取り組みます。ウォーターエイドがどのように

変化を促して将来のビジョンを実現させるかを、この包括的なアプローチが

示しています。 

水・衛生サービス、能力、働きかけ 
ウォーターエイドが実施するどの活動も、水・衛生サービスを提供するだけ

でなく、それを能力強化や働きかけをおこなう活動と連携させたときに、最

も大きな成果が生まれます。水・衛生の改善を阻む国や地域の問題を分析す

ると、どのようにこれらの施策のバランスをとれば、相乗効果が生まれて

水・衛生システムを強化できるかがわかります。 

ウォーターエイドは、水・衛生サービス事業者や国・地域当局の人材と組織

の能力強化を支援することによって、持続可能でインクルーシブな水・衛生

サービスの提供と行動変容のモデルケースがほかの地域にも拡大していくよ

うにします。この取り組みには、計画立案・予算作成プロセスの強化、画期

的な管理モデルの支援、水・衛生サービスの改善などが含まれます。ほかの

関係者との連携やパートナーシップを通して、説明責任が果たされるしく

み、ジェンダー平等、技術基準、政策といった、水・衛生システムに関わる

重要な部分の改善を図ります。また、女性や女の子たち、社会から疎外され

ている人々に重点を置いて、水と衛生設備を利用する権利の要求・実現に向

けてともに活動していきます。最終的には、現地の人々と組織が主体となっ

て、すべてのコミュニティにおける持続可能な水・衛生のアクセスの実現に

向けて必要な変化を引き起こし、促進していくことを目指します。 

働きかけについては活動国での取り組みを大幅に拡大し、また、首都ではハ

イレベルの意思決定に働きかけて、SDGs目標6達成に向けて進捗の加速を促

します。セクターをまたいで働きかけの効果を最大限に高めるため、水・衛

生セクター内外の関係者と連携します。広範囲の変化を促すために、政策の

調査やロビー活動、アドボカシーを通して関係者との関係を築き、水・衛生

の問題の位置づけを強化するよう働きかけます。活動国での変化を加速する

取り組みに沿って、現地、国、地域、世界レベルで意思決定者に働きかけを

おこない、水・衛生への投資に向けた世界的な事例を生み出していきます。 

ミーナさんの学校には持続可能で安全な給水設備がないため、生徒

が教室を出て村で水を探すことがよくあります（ネパール、カパニ・ト

ール、2021年4月） 

手押しポンプ改良調査の試験的実施の一環として、1年間使用した後

の状態を確認するため掘削井戸のパイプを取り外す手押しポンプ技術者

たち（ウガンダ、マシンディ県、ルコンドワ小学校、2020年11月） 
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パートナーシップ、協力 
ウォーターエイドは何をする場合も常に、パートナーや協

力団体とともに活動することを基本としてきました。

SDGsの目標6の達成は、さまざまな関係者と協力して活

動し、それぞれの強みを生かしてこそ可能となります。ウ

ォーターエイドはこれからもこうした関係を築き、共通の

目的に向かって協力しながら活動していきます。今後は、

ウォーターエイドの取り組みを活かし、その影響力を使っ

て、ほかの関係者とともに変化を促進する活動を拡大して

いくため、ウォーターエイド単独の成果は少なくなりま

す。これはつまり、地域・国レベルで活動するほかの関係

者に影響を与え、協力し合うことで、ウォーターエイドが

取り組む活動の効果が高まるということです。したがっ

て、コミュニティや市民社会、政府、民間セクター、国際

金融機関、女性の権利擁護団体、学術研究機関との長期的

な関係構築に、さらに積極的に取り組んでいきます。 

民間セクターの役割やリソース、ノウハウなどが、ウォー

ターエイドの活動に有効であることが増えているとの認識

に立ち、民間セクターと新しく多様な関係を築いていきま

す。トイレで働く衛生作業員から国際的な大企業や投資家

まで、民間セクターとの協力・協働を通して、改善された

水・衛生サービスを提供し、能力やアドボカシーを強化し

ていきます。コミュニティの生活や持続可能で安全な水・

衛生アクセスを阻害する活動・事業をするアクターに対し

ても、ともに働きかけて改善を求めます。また、以前から

ご支援いただいている方々との関係を強化しつつ、新しい

支援者にも参加いただき、それを追い風としてミッション

の実現を目指します。多種多彩な関係者との関係をはぐく

み、それぞれの強みや専門性を相乗的に最大限まで高める

ことで、水・衛生システムを構成するさまざまな要素を強

化していきます。 

ジェンダー平等 
ジェンダー間の力関係が不均衡でリソースの分配が不平等

なために構造的な障壁が生まれ、それが結果的に、水・衛

生の不備による影響が女性や女の子たちに偏ることにつな

がっています。水・衛生セクターでは、計画や実施、意思

決定の段階で、女性や女の子たち特有のニーズが見過ごさ

れたり、排除されたりすることがよく起きています。水・

衛生のアクセスの欠如を補うために女性や女の子たちが無

報酬でおこなっている水くみ等の日々の仕事についても、

その価値が認められることもなければ、仕事の再分配が進

められることもありません。女性や女の子たちが日々直面

する安全上のリスクも考慮されていません。 

ウォーターエイドはあらゆる活動を通し、規範としくみを

変えることによって、水・衛生におけるジェンダー平等を

長期的に推進していきます。ジェンダーに対応した水・衛

生を実施するにあたっては、「Do No Harm（害を与えて

はならない）」という援助の理念に則ったアプローチを積

極的に取り入れます。これまでの活動から得た学びをもと

に、水・衛生のあらゆるレベル（家庭、コミュニティ、制

度）を対象として力関係の不均衡をなくし、ジェンダー間

の不平等の根本原因に取り組みます。また、活動のなか

で、（多様なすべての）女性と女の子たちによるリーダー

シップと意思決定をあらゆるレベルで促進・拡大します。

月経に関する健康と衛生においては、さらに大きなリーダ

ーシップを発揮していきます。女性の権利擁護団体とパー

トナーシップを結んで活動するなかで、その団体の専門知

識をウォーターエイドにも取り入れ、ジェンダーに対応し

た水・衛生の施策モデル作成に活かして、ポジティブな社

会規範の拡大、そしてネガティブな社会規範やステレオタ

イプの解消に取り組みます。さらに、ジェンダー平等を促

進する活動を支えるため、ジェンダーに対応した水・衛生

のモニタリングやデータ、調査を用いてエビデンス基盤の

強化・拡大を図ります。ジェンダー平等を水・衛生の分野

で促進することは、水・衛生アクセスという成果がただち

に得られるだけでなく、女性や女の子たちに教育や保健、

雇用の未来、そして安全な未来を開くうえでも大きく貢献

することになります。 

事実とエビデンスにもとづいた水・衛生の施策には、

活発な変化を促し、好事例を再現可能にし、イノベー

ションを醸成して、ウォーターエイドや関係者の活動

をより良くする効果があります。ウォーターエイドは

国・地方レベルの水・衛生システムを詳細に分析する

ことを活動の基礎とし、自分たちが実施した水・衛生

改善プログラムの成功例と失敗例から学ぶ体制を強化

します。社会から疎外されている人々のためのインク

ルーシブかつ低コストで再現可能な施策を、女性や少

女たちに重点を置いて立ち上げるために、関連するエ

ビデンスを得られるリソースに投資します。また、活

動国における経験にもとづいて、政策分析や実践を重

視した研究（アクションリサーチ）に投資します。パ

ートナーとともに、関係者のエビデンスも利用しなが

ら、水・衛生サービスのモデルや技術的な解決策の創

出・応用をおこない、そこから得られた学びを各方面

に広く共有します。そのために、知識や情報の蓄積が

ある組織とのパートナーシップを増強し、イノベーシ

ョンに投資して、水・衛生から疎外されている人々の

データなど、不足しているデータを収集します。最も

重要なこととして、コミュニティとの協働を拡大し、

現地で得られた学びや知識を共有・活用します。 

デブレ・タボール・ウォーター・

ユーティリティの設備購買・依頼担

当者として水道設備の店で働くアレ

ガシェ・アディスさん（エチオピ

ア、アムハラ、南ゴンダール県、

2018年8月） 

ネルアリ村で作物を収穫する農家の人たち。頻繁

に発生する洪水やサイクロン、土地の塩化によって、

オディシャ州沿岸部は農業が壊滅的な被害を被ってい

ます（インド、バドラック、2020年1月） 
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エビデンス、学び、イノベーション 
 

 



目標達成に向けて 

変わるウォーターエイド 

今後10年の戦略を実現するために、ウォーターエイドは組織内で大幅

な変更を実施します。この変更によって、水と衛生の危機を永遠に終

わらせるために定めた目標を達成する体制が整うことになります。 

スタッフ、組織文化、パワー 
ウォーターエイドのために、そしてウォーターエイドと一緒に活動するにふ

さわしい最適なスタッフの参加を促します。ウォーターエイドの強みはスタ

ッフの多様性にあるため、今後も引き続き多様性を強化し、ウォーターエイ

ドの目標達成に必要なスキルや手法など、スタッフの能力開発に投資しま

す。これからの10年は世界中の職場環境が急速に変わる期間となりますが、

評価の高い組織文化と高い水準のスタッフエンゲージメントを今後さらに強

化していきます。スタッフが健全な職場環境で有意義な仕事を通して成長で

きるようにするため、あらゆる努力を尽くします。これからのフェーズで必

要となるリーダーシップスキルの開発を継続しつつ、組織内での活発なコミ

ュニケーションと柔軟な働き方を促進し、臆することなくオープンに意見交

換ができるようにします。 

ウォーターエイドでは世界中のスタッフの協力のもと、団体内の不平等なパ

ワー（力関係）がどのように仕事に影響しているかを調査しました。ウォー

ターエイドは団体内でもパートナーやコミュニティとの関係においても、ミ

ッション実現の障壁となる不均衡な力関係の是正に組織全体で取り組みま

す。また、活動における意思決定の権限は、その活動に最も近いところにい

る人が持つこととします。戦略的意思決定においては、最大限の効果を得る

ために、団体内全部署のスタッフの意見が正しく代表されるよう改善しま

す。さらに、理事会、リーダーシップチーム、グローバル部門の多様性を大

幅に拡大し、活動状況に即した代表者が任に就くものとします。ウォーター

エイドのミッション達成の可否は、これらの変化を実現できるかどうかにか

かっています。 

カトゥームさんと生後1か月の

赤ちゃん（シエラレオネ、トン

ボフーワン村、2017年5月） 
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ラジオ・ヴァキニアディアナのスタジオから朝

の生放送番組で正しい衛生習慣と手洗いに関す

るメッセージを発信するミオランソア・ハニト

リニアイナ・ラハリニリナさん（24歳）（マダ

ガスカル、マンジャカンドリアナ郡、サンバイ

ーナ、2020年11月） 

ノルベルト・ランドリアナトアンドロさん（81歳）は、安全で

持続可能な給水設備がウォーターエイドとパートナーによって

自宅のそばに設置されたことで、もう危険な坂道を下って水く

みに行かなくてもよくなりました（マダガスカル、アナラマン

ガ地域圏、マンジャカンドリアナ・コミューン、マリンジャ

ラ・フクンターニ、2021年11月） 

活動地域 
団体のリソースを集約し、集中的な取り組みをおこない

ます。ウォーターエイドが目指しているのは最高レベル

の質と成果を活動国で実現することです。そのために

は、グローバルな組織全体でこれまでよりもさらに集中

的取り組みを強化し、各国プログラムのリソースとスキ

ルレベルを最大限に高める必要があります。したがっ

て、各国プログラムのリソースを全体的に増強し、活動

地域を絞って深く関わることになります。 

活動資金 
戦略を効果的に実現する資金を確保するため、10年以内

に年間収入をグローバル目標の1億5,000万～1億8,000万

ポンドにまで拡大します。これまでの大きな成果を支え

てくださったドナーや支援者の方々との確かな関係を維

持し、発展させていきます。また、今後も世界中で、個

人や組織の方々にウォーターエイドをご支援いただける

地域でのプレゼンスを拡大し、ウォーターエイドのミッ

ションへの関心を高め、ミッション実現のための新たな

ご支援を拡大していきます。 
デレクワで暮らす人々は、以前は不衛生な泉の水をくん

でいました。現在、ミルさんのコミュニティでは、ウォー

ターエイドの支援で設置された持続可能で安全な太陽光発

電の給水設備を使っています（エチオピア、デレクワ、

2020年2月） 

ウォーターエイドはパートナーや支援者の皆さまとともに、ウォーターエイドの活

動が必要でなくなるその日まで、確固たる決意を持って活動を続けます。毎日の水

くみの苦労が永遠に過去のものとなり、女の子たちがどこへ行ってもトイレを利用

できると安心していられる世界。病院が清潔で、手洗いが習慣になっている世界。

気候変動の影響に対するレジリエンスがコミュニティに備わっている世界。水と衛

生の提供を任務とする人たちが義務感と責任感を持って仕事をし、そのおかげで誰

ひとりとして水・衛生の心配をする必要がない世界。 

それが、ウォーターエイドが目指す世界です。 
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用語集 
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Term Definition 

サービス事業者 水道事業者やトイレのくみ取り業者など、管理された水・衛

生サービスをまとまった規模で利用者に提供するための主な

要素を担う公共または民間の組織事業体。 

持続可能性（サステナビリティ） 長期的に水供給・衛生サービスと適切な衛生習慣が継続し、

そのメリットが実現されるかどうかということ。 

構造的変革（システミックチェンジ） 複雑なシステムのあらゆる部分に影響し、各部分の相互関係

や相互依存性が考慮された変革。通常、システムの機能に大

きなプラスの効果を与える恒久的変化を指す。 

しくみの強化 持続可能で安全な水・衛生へのユニバーサルアクセスを阻む

障壁に取り組むための、分析、実施、適応、学びのプロセ

ス。複雑かつダイナミックなシステムを構成するさまざまな

関係者や要素が相乗効果を生むことによって、結果的にこの

ユニバーサルアクセスが実現するとの認識に立つ。 

ユニバーサルアクセス 社会的・経済的・政治的な立場に関係なく、すべての人が水

供給・衛生サービスを利用できること。ウォーターエイドで

は、最低でもSDGs目標6の指標が定める基本的なレベルのサ

ービスを利用できることを意味する。 

水・衛生システム 持続可能で安全な水・衛生へのユニバーサルアクセス実現に

影響するすべての関係者（個人、組織）、要素（社会、経

済、政治、環境、技術に関するもの）、およびそれらの相互

作用。 

女性のエンパワーメント 

 

女性と女の子たちの自己決定権を向上させることにより、社

会で平等な役割を果たし、社会経済的・政治的プロセスに活

発に参加できるようにすること。 

Term Definition 

アクションリサーチ 実践を重視した研究。何らかの活動を実践しながら研究を進

め、研究を実践に応用していく。 

能力の強化 個人、集団、組織またはシステムの能力を改善し、効果的に

機能するために必要な新しい知識、スキル、プロセス、構造

を強化・開発することで目標の持続的実現を目指す計画的プ

ロセス。 

経済成長 国の生産性が全体的に向上すること。国内総生産（GDP）で

測られる。生産性とは、国が物品やサービスを自国の資源か

ら生産する能力を意味する。経済成長が適切かつ公平に実現

されれば、生活水準の改善が可能となる。 

後発開発途上国 重大な構造的障害が持続可能な開発の妨げとなっている低所

得国。経済的・環境的打撃に対する脆弱性が高く、人的資産

の技能水準が低い。 

低所得国・中所得国 各国の国民総所得（GNI）に基づく分類10で、1人あたりGNI

が1,045ドル未満の国が低所得国、1,046～4,095ドルの国が中

所得国とされている。 

政府開発援助（ODA） 政府開発援助（ODA）は、開発援助委員会（DAC）により、

“開発途上国”の経済発展や福祉向上を促進するために政府が

提供する援助と定義。DACは1969年に“ゴールドスタンダー

ド”としてODAを採用し、ODAは現在も開発援助の主な資金源

となっている。 

権利基盤型アプローチ（ライツベースアプローチ） 人々が自分の権利を要求できるようエンパワーメントをおこ

ない、責務履行者がその権利を実現する責任を果たせるよう

支援し、政策、手続き、態度、行動の構造的変化を通してそ

の権利が維持されるようにすること。 
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トムボハン村では以前、森の泉でくんだ水を

利用していました。現在はウォーターエイド

の支援で設置された持続可能かつ安全な給水

設備と衛生設備があります（シエラレオネ、

カイラフン地区、2018年1月） 
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持続可能で安全な水、衛生設備、衛生習慣がなければ、誰も健康な生活を

満足に送ることはできません。 

目的意識やアプローチを大きく変えない限り、2030年までに水と衛生を世

界中のすべての人に届けるという世界の約束は、これから何十年も先まで

果たすことができません。これは到底受け入れられることではなく、必要

でもなければ正しいことでもありません。 

ウォーターエイドは最大限の決意と情熱と目的意識をもって活動し、世界

中のすべての人に清潔な水、適切なトイレ、正しい衛生習慣を届けます。 

これは起こすことのできる変化です。実現は可能です。 

写真家アイダ・ムルネさんの

「Water Life」シリーズ作品のひとつ、

この「Knowing the way to tomorrow」

には、水くみの仕事を担う女性の強さ、

この日々の負担から解放される明日への

希望が表現されています（ウォーターエ

イド制作依頼、H＆M基金協賛） 

 

表紙写真：村で水と衛生設備を利用でき

るようになってから、アリヤさん、ンジ

ヴァさん、オノリーヌさん、フェニトリ

ニアンさんのような少女たちが教育を受

け、夢を追いかけられるようになりまし

た（マダガスカル、ツィルアヌマンディ

ディ郡、2018年6月） 

ウォーターエイドは、今世代のうちに清潔な水、適切な衛生設備、正しい

衛生習慣を世界中のすべての人にとってあたりまえにすることを目指す国

際NGOです。生活に不可欠なこの3つを確保する取り組みを継続してはじ

めて人々の暮らしを恒久的に改善することができます。 

WaterAid is a registered charity: Australia: ABN 99 700 687 141. Canada: 119288934 RR0001. India: U85100DL2010NPL200169. 

Japan: 特定非営利活動法人ウォーターエイドジャパン(認定NPO法人) WaterAid Japan is a specified non-profit corporation (certified 

NPO corporation). Sweden: Org.nr: 802426-1268, PG: 90 01 62-9, BG: 900-1629. UK: 288701 (England and Wales) and SC039479 

(Scotland). USA: WaterAid America is a 501(c) (3) non-profit organization. 
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